1学期 SA（探究基礎）学習指導案：エクセル・スライド作成


第１時間目：ICTスキルの習得

1. 指導の目標【授業のねらい】
・論理的思考力（分析力）生の数字をスプレッドシートで整理し、合計や平均といった、誰が見ても否定できない「客観的な事実（エビデンス）」を取り出す。
・論理的思考（疑う力）グラフから「何が言えるか」を考え、自分の意見を事実に変える練習をする。
・ICTスキルの習得: 2年次以降の課題研究で、自分の発見を世界に届けるための「武器」を身につける。

2. めあて
模擬店の売上データから、来年の売上を伸ばすための『根拠ある提案』をスライド1枚で完成させる。
富西文化祭 模擬店「富西ショップ」売上管理表を完成させよう
生徒には、以下の表の形式で数値をスプレッドシートに入力させます。
	商品名
	午前（個数）
	昼（個数）
	午後（個数）
	合計売上
	1時間平均

	焼きそば
	15
	45
	10
	(ここにSUM)
	(ここにAVERAGE)

	ジュース
	30
	50
	40
	(ここにSUM)
	(ここにAVERAGE)

	チョコバナナ
	10
	25
	15
	(ここにSUM)
	(ここにAVERAGE)

	ポップコーン
	5
	15
	10
	(ここにSUM)
	(ここにAVERAGE)


【入力指示の詳細】
1. セルへの入力： 上記の「商品名」と「午前・昼・午後」の個数をそのまま打ち込ませます。
2. 合計（SUM）の算出： 「合計売上」のセルに =SUM(B2:D2) などの関数を入れ、合計を計算させる。
平均（AVERAGE）の算出「1時間平均」のセルに =AVERAGE(B2:D2) を入れ、各商品の売れ行き傾向を数値化します。

合計（SUM）の入力手順
1. 合計を出したいセルをダブルクリックします。
2. 半角で =SUM( と入力します。（※「=」を最初に入れるのがポイントです）
3. 合計したい範囲（例：午前・昼・午後の数値が入っているセル）をマウスでドラッグして選択します。
4. 最後に ) で閉じて、Enterキーを押します。

平均（AVERAGE）も同様です
平均の欄も同じやり方で、SUMの部分を AVERAGE に変えるだけで計算できます。

ヒント：もっと簡単にやる方法
1. 合計を出したいセルを選択します。
2. 画面右上のツールバーにある 「Σ」（関数ボタン）をクリックします。
3. 一番上の 「SUM」 を選びます。
4. 自動的に範囲が選ばれるか、範囲の選択待ちになるので、計算したい数字の範囲をなぞって Enter を押すだけです！
一度入力できれば、あとはそのセルの右下を下に引っ張る（オートフィル）だけで、他の行も一気に計算できます。


3. 授業の展開　
	１時間目　スプレッドシートへの入力と計算


	時間
	学習活動
	指導上の留意点

	１０分
	導入
スライドを電子黒板に映してください。
①「探究は疑わないと始まらない」こと、そして納得させるには「エビデンス」が必要であることを共有する。
②Googleスプレッドシートは、自動保存が可能で「共創（共有・教え合い）」に適したツールであることを伝える。
	【先生方へ】 
・Googleスプレッドシートは「共有」が得意なExcelだと考えてください。操作感はほぼ同じ。
・スプレッドシート見本のURL（※共有フォルダにメモで貼っています。）をクリックして，共有の様子を生徒に提示してください。

	２０分
	基本操作：数値の入力と関数
スプレッドシートを立ち上げ、
1 左上のファイル→新規作成をクリック
提示された「富西ショップの売上データ」を正確に入力する。
①セルの住所（A1など）を確認。
②=SUM()で合計、=AVERAGE()で平均を出す。
	あらかじめ入力用の数値群を黒板やスライドで提示してください。

	１５分
	グラフ作成の基礎 (15分)
1 範囲を選択して「挿入」→「グラフ」で作成する。
2 売上の「比較」なら棒グラフ、「割合」なら円グラフ、と使い分けを教える。
3 Google仕様のため、保存ボタンを押す必要がないことを伝える
	操作の注意ポイント: グラフにしたい「項目名」と「数値」の両方を正しく選択できているか確認させます。ここがズレると意味のないグラフになります。
※今回は生徒に課題を提出させません。次回は提出させます。


1. 目的（分析意図）に応じたグラフの選択
生徒はただグラフを作るだけでなく、「何を伝えたいか」によって種類を使い分ける必要があります。
· 比較したい場合： 焼きそばとポップコーンの売れ行きを比べるなら「棒グラフ」。
· 割合を知りたい場合： 全体の売上における各商品の占める比率を見るなら「円グラフ」。
· 推移を見たい場合： 午前・昼・午後での変化を見るなら「折れ線グラフ」。 この「なぜそのグラフを選んだのか」という論理的根拠を意識させることが、2年次以降の探究活動の礎となります。

2. 「データの意味付け」と言語化
グラフが完成して終わりにせず、そこから読み取れる事実を言葉にさせる（考察）時間を確保してください。
· 「平均より売れた商品はどれか？」
· 「なぜ昼の時間帯に売上が伸びたのか？」 このように、「数字（Math/Science）」から「事実（エビデンス）」を読み取る練習をさせます。

3. 指導の留意点
· エラー対応： 関数が動かない生徒のほとんどは「全角（日本語入力）」のまま打っています。「必ず半角（英数）で打つ」ことを最初に強調してください。
